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城西医療財団広報誌

私達は、病める人、障碍を持つ人にいつも優しく、
最良の医療サービス及び福祉サービスを一体的に提供する。
また、心身の健康保持・増進を志向する人に最良の保健サービスを提供する。
利用者を身体的、精神的、社会的、そして倫理的に診療し、科学的根拠に基づいた治療を行う。

「城西医療財団理念」

城西医療財団の各施設にて
暦の行事にちなんだ行事食を提供しています。
今回は白馬メディアで提供している行事食
をご紹介します。
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おせち（きざみ・ミキサー食）

平
成

年

年
頭
所
感

社
会
医
療
法
人
城
西
医
療
財
団
理
事
長
・
総
長

関

健

白馬メディアでは、毎月１回お楽
しみ献立の日を設け、お年寄り
に好まれる刺身、天麩羅、その
時期ならではの食材や料理を
取り入れるなど、季節を感じる
事ができる献立にしています。

また、施設で行われる夏の“天
神原夜まつり”や敬老の日の
“敬老おたっしゃ会”、12月の忘

年会等、季節ごとの行事にもご
馳走感のある献立で彩りを添え
ています。

きざみ食やミキサー食の方にも、
見た目に差が無いよう盛り付け
にも工夫を凝らして、楽しんで食
べていただいております。

ご利用者にも年末には杵と臼で
の餅つきや、施設内に飾る鏡餅
の作成。１月は“まゆ玉作り”２
月には“やしょうま作り”など、
様々な郷土行事に参加していた
だきながら、それに合わせたお
やつなども提供し、行事と食の
つながりを感じていただけるよう
にしています。

やしょうま
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本
年
は
、
甲
申
の
年
で
あ
る
。
母
が
生
き
て
い
れ
ば

歳
に
な
る
年
で
あ
る
。

ま
た
、
本
年

月

日
で
当
法
人
は

周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
診
療
報
酬
改
定

の
年
で
も
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
、
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
が
本
格
的
に
動
き
出
す
年
で
あ
る
。
そ
れ
ら

に
触
れ
て
わ
が
法
人
の
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
述
べ
る
。

診
療
報
酬
は
、
改
定
率
は
決
ま
っ
た
の
で

月
中
旬
に
出
る
個
別
項
目
（
短
冊
）
を
見
な

い
と
影
響
は
分
か
ら
な
い
が
、
急
性
期

対

に
対
す
る
報
酬
引
き
下
げ
は
政
策
誘
導
と

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
当
法
人
は
そ
の
影
響
は
な
い
が
、
回
復
期
及
び
慢
性

期
の
報
酬
も
、
在
宅
復
帰
率
の
縛
り
で
減
額
さ
れ
る
影
響
は
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

精
神
科
領
域
で
は
、
デ
イ
ケ
ア
の
利
用
日
数
制
限
が
出
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

年
超
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
週

日
の
制
限
が
加
え
ら
れ
た
が
、

年
を
超
す
場
合
に

は
週

日
以
内
の
利
用
し
か
認
め
な
い
と
の
方
向
に
行
く
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

城
西
病
院
の
改
革
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

床
へ
の

増
床
、
精
神
科
急
性
期
治
療
病
棟
の
開
設
、
デ
イ
ケ
ア
を
小
規
模
デ
イ
ケ
ア
に
し
て
効
率

化
・
活
性
化
を
図
る
と
同
時
に
、
精
神
科
作
業
療
法
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
メ
ン

タ
ル
セ
ン
タ
ー
、
健
康
セ
ン
タ
ー
、
食
養
部
、
臨
床
検
査
部
、
外
来
、
事
務
部
の
人
員
配
置

の
見
直
し
に
よ
る
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
他
の
少
人
数
部
署
も
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
収
入
を
上
げ
る
方
策
を
実
践
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
豊
科
、
小
倉
、
白
馬
、
小
谷
、
訪

問
系
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
解
決
策
を
自
立
的
に
見
出
し
、
実
践
す
る
時
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
と
介
護
を
受
け
、
生
活
を
実
現

す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
我
々
に
は
社
会
福
祉
法
人
七
つ
の
鐘
と

合
わ
せ
て
、
こ
れ
に
充
分
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
を

す
で
に
持
っ
て
い
る
。

月
に
は
「
認
定
や
ま
ぶ
き
こ
ど
も
園
」
の
開
設
、

月
に
は
サ
ー
ビ
ス
附
き
高
齢
者

向
け
住
宅
「
ロ
ピ
テ
ル
一
日
市
場
」
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
、
連
携
を
密
に

し
、
ま
た
、
院
外
の
病
院
や
施
設
・
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
、
効
率
化
を
図
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
連
携
室
の
役
割
は
ま
こ
と
に
重
要
で
あ
る
。

地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
平
成

年
を
目
途
に
地
域
の
病
院
の
病
棟
機
能
分
化
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
高
度
急
性
期
、
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
・
在
宅
の

区
分
に

自
院
の
病
床
を
選
択
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
県
は
医
療
圏
域
ご
と
の
必
要
病
床
数
と
い
う

デ
ー
タ
を
示
し
て
各
病
院
に
機
能
分
化
を
迫
っ
て
く
る
が
、
長
野
県
は
さ
ほ
ど
の
問
題
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
自
院
の
こ
と
は
自
院
の
都
合
で
決
め
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
他
院
の
選
択

に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
連
携
の
在
り
方
を
見
直
し
て
、
生
き
残
り
を

図
る
し
か
な
い
。

創
立

周
年
を
迎
え
る
が
、
特
段
の
記
念
行
事
は
予
定
し
て
い
な
い
。

周
年
事
業
の

完
成
が
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
業
績
の

字
回
復
を
目
指
し
た
い
。
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作
業
療
法
部
を
紹
介
し
ま
す
。

当
院
の
作
業
療
法
は
、
精
神
科
に
て
﹁
作
業
治
療
﹂
と
い
う
呼
び
名
で
昔
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
作
業
療
法
⼠
が
⼊
り
、
精
神
科
作
業
療
法
が
開
始
さ
れ
た
の
は
昭
和
59
年
で
す
。

そ
の
後
平
成
14
年
に
は
⾝
体
障
害
の
作
業
療
法
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
療
法
は
、
作
業
や
活
動
を
通
し
て
治
療
を
⾏
い
ま
す
。
作
業
療
法
に
お
け
る
作
業
・
活
動

と
は
、
⽣
活
の
中
の
⼀
つ
⼀
つ
の
⾏
為
を
作
業
と
し
て
と
ら
え
、
⽣
活
は
作
業
の
連
続
で
成
り

⽴
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
そ
の
⼈
ら
し
い
⽣
活
の
実
現
を
⽬
指
し
て
⽀
援
を
し
ま
す
。

当
院
で
は
、
⼊
院
・
外
来
・
デ
イ
ケ
ア
に
お
い
て
、
⾝
体
障
害
、
精
神
障
害
、
発
達
障
害
を
か

か
え
る
⽅
の
作
業
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⾝
体
障
害
領
域
で
の
作
業
療
法
で
は
、
⾝
体
機
能
・
認
知
機
能
訓
練
や
、
⾷
事
や
ト
イ
レ
、

家
事
等
の
実
際
の
動
作
訓
練
、
環
境
調
整
や
道
具
の
作
成
な
ど
を
⾏
い
、
精
神
的
な
⾯
も

含
め
て
⽀
援
し
な
が
ら
対
象
者
の
⽅
が
よ
り
﹁
そ
の
⼈
ら
し
い
⽣
活
﹂
を
送
れ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

精
神
障
害
領
域
で
は
、
精
神
的
な
安
定
を
図
る
、
⽣
活
リ

ズ
ム
を
整
え
る
、
⼈
と
の
関
わ
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
よ

う
に
練
習
す
る
等
を
⽬
的
と
し
て
、
活
動
を
導
⼊
し
、
⽣

き
⽣
き
と
し
た
⽣
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
⽀
援
し
て
い

ま
す
。⼩

児
科
病
棟
が
開
設
さ
れ
、
発
達
時
期
に
障
害
を
受

け
た
⽅
へ
の
作
業
療
法
も
増
え
て
い
ま
す
。
作
業
療

法
で
は
個
々
の
こ
ど
も
さ
ん
の
も
つ
発
達
の
課
題
を

検
討
し
、
﹁
遊
び
﹂
と
い
う
活
動
を
中
⼼
に
、
育
つ

⼒
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
⽣
活
を
⽀
え
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、

様
々
な
領
域
で
働
い
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

肝
臓
ものがたり

連載
城西病院院長
清澤研道 chapter

Story
of the

LIVER

は我が国の肝癌の最⼤の原因となるものです。Ｃ型肝炎は
ウイルスの持続感染により感染者の多くが最後は肝癌になってしまう恐ろし
い病気です。Ｃ型肝炎の治療はここ数年の間に驚くべき進歩があります。今
まではインターフェロン注射が治療の中⼼でした。しかしインターフェロン
は発熱、⾷思不振、うつ、貧⾎など副作⽤が多く、つらい治療でした。です
から治療を完結できない⼈も多くいました。しかも著効率は良くて６０％以
下でした。ところがここに来て、インターフェロンを使わなくて内服だけで
治療することができるようになりました。⼀般にインターフェロンフリーの
治療と⾔われています。この内服薬はウイルス遺伝⼦の構造をもとに作られ
た薬で、肝細胞内でウイルスが増殖するところに直接作⽤してウイルス合成
を阻⽌するものです。したがって直接作⽤型抗ウイルス薬と呼ばれています。

Ｃ型肝炎

に使われだしたのは２０１４年９⽉です。Ａ社から発売された２種
類の内服薬が１型Ｃ型肝炎につかわれました。２４週間の内服で著効率は８
５％ほどでした。次に出たのは２０１５年３⽉からＢ社からのもので２型Ｃ
型肝炎に使われました。１２週の内服ですみます。著効率はほぼ１００％で
す。次いで２０１５年８⽉から１型Ｃ型肝炎にＢ社の内服薬がつかわれるよ
うになりました。著効率は95％以上です。さらに12⽉から１型Ｃ型肝炎に対
してＣ社の内服薬（３種類）が使えるようになりました。いずれも１２週内
服です。著効率はやはり９５％です。副作⽤はかなり少なくなり、なかには
全くないひとも多くいます。

最初

は薬に対する耐性ができる場合があることが分かってきたことです。
したがってやみくもに治療すればよいというものではありません。いままで
いろんな薬で治療を受けた⼈のなかには耐性を持ったウイルスに感染してい
る場合があり、事前に検査をして治療することが勧められています。 これ
からＤ社、Ｅ社からも新しい抗ウイルス薬が発売されるようです。
今、国、県は治療費を助成する制度をつくっています。Ｃ型肝炎でお悩み

の⽅はご相談ください。

問題

内
服
薬
だ
け
で
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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